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本
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三
、
旧
般
相
生
原
理

　
一
の
世
界
を
、
静
止
し
て
み
る
世
界
ε
見
る
か
、
或
は
、
一

様
な
速
度
で
蓮
干
し
て
み
る
世
界
ピ
見
る
か
一
こ
の
見
方

一
っ
に
よ
っ
て
、
其
の
世
界
の
時
間
ε
室
間
の
観
念
に
蓮
ひ

が
生
す
る
嬉
い
ふ
の
が
▼
最
初
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
の
導
き
出

し
π
結
果
で
あ
っ
た
こ
ε
は
、
ほ
ぼ
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
る
に
吾
人
李
常
の
経
験
は
、
一
様
蓮
動
の
場
合
ば
か
り

で
な
く
、
加
蓮
度
を
持
つ
た
運
動
の
場
合
も
常
々
起
り
古
る

も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
地
「
球
の
重
力
に
よ
っ
て
、
物
艦
が
落

下
す
る
如
き
、
叉
は
汽
車
や
電
車
が
停
止
の
状
態
か
ら
、
今

動
き
始
め
る
巴
い
ふ
場
合
の
如
き
、
何
れ
も
此
等
は
、
刻
々

の
其
の
蓮
潜
窟
度
を
増
す
も
の
で
あ
る
。
か
㌧
る
場
合
に
、

前
述
の
通
り
の
、
等
速
運
動
の
み
を
取
り
扱
つ
π
相
…
封
原
理

が
、
一
般
的
に
は
男
用
が
出
塁
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
傳
ふ
る
嘘
こ
ろ
に
糠
…
れ
ば
、
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
は
、
偶
々
、

誤
っ
て
高
い
所
か
ら
落
下
し
だ
隣
人
が
、
其
の
蕗
下
の
途
中

に
於
け
る
台
下
巴
し
て
、
コ
聴
、
一
重
が
無
く
な
つ
だ
や
う

に
戚
じ
た
L
ε
言
っ
た
言
葉
を
き
い
て
、
大
に
さ
睡
る
所
が

あ
っ
π
ε
い
ふ
。
吾
人
の
膿
重
は
地
球
ε
吾
人
ε
の
引
力
の

結
果
で
あ
る
。
　
ニ
ウ
ト
ソ
に
擦
れ
ば

総
て
の
物
質
は
、
其
の
質
量
の
相
乗
積
に
正
比
例
し
、
叉
其
の
相
互
距
離
の
二

乗
に
逆
比
例
す
る
力
で
、
相
引
く
も
の
で
あ
る
。

故
に
、
お
よ
そ
如
何
な
る
物
質
で
も
一
大
き
い
も
の
で
も

小
さ
い
も
の
で
も
、
匿
別
な
く
一
拳
の
法
則
で
引
き
合
ふ

も
の
で
、
引
き
合
へ
ば
印
ち
、
そ
れ
ぐ
が
、
一
着
の
加
速

度
を
以
っ
て
蓮
動
を
始
め
る
。
（
但
し
、
ほ
か
に
妨
害
す
る
も

の
が
な
け
れ
ば
、
）
赦
に
、
ニ
ウ
ト
ソ
の
万
有
引
力
の
行
は
れ

る
こ
こ
ろ
に
は
常
に
加
速
度
運
動
が
あ
る
。
若
し
此
の
運
動

が
自
由
に
實
現
さ
れ
る
時
は
、
其
の
世
界
は
、
刻
々
、
遠
度

を
増
す
（
例
へ
ば
、
落
下
す
る
人
或
は
物
の
如
く
）
の
で
あ

る
が
、
其
の
世
界
に
住
ん
で
み
る
人
ε
し
て
は
、
別
に
何
の

威
豊
も
威
じ
な
い
。
し
か
る
に
、
此
の
加
遽
運
動
が
何
か
他

か
ら
妨
害
さ
れ
て
、
例
へ
ば
地
上
に
立
つ
人
の
如
く
落
下
が

出
來
な
い
聴
は
、
こ
N
に
重
力
ざ
い
ふ
威
信
が
起
る
。
換

記
す
れ
ば
、
一
種
の
力
を
威
す
る
。
一
般
こ
、
一
の
物
禮
が
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力
を
受
け
て
み
る
ε
威
す
る
の
は
、
帥
ち
他
か
ら
加
遽
度
を

受
け
て
居
な
が
ら
其
の
結
果
ε
し
て
の
自
由
な
遽
動
を
な
し

得
な
い
場
合
な
の
で
あ
る
。
吾
人
は
地
球
の
表
面
に
棲
息
し

て
、
常
に
二
種
の
力
を
受
け
て
み
る
。
一
は
地
球
血
膿
の
質

量
が
吾
人
の
禮
量
を
引
く
引
力
で
、
他
は
地
球
の
自
首
の
た

め
に
起
る
逡
心
力
で
あ
る
。
］
は
吾
人
を
地
球
の
内
部
へ
落

下
さ
せ
や
う
だ
し
、
他
は
吾
人
を
地
球
表
面
か
ら
外
界
に
飛

び
放
さ
う
ε
す
る
。
二
つ
な
が
ら
絶
え
ず
働
い
て
み
る
加
二

度
で
あ
る
。
働
く
方
向
が
互
ひ
に
相
反
欝
し
て
み
る
か
ら
、

吾
人
に
現
實
に
威
す
る
も
の
は
、
此
の
二
つ
の
力
の
差
だ
け

で
あ
る
。
其
の
結
果
、
遠
心
力
の
殆
ん
ご
無
い
北
極
や
南
趣

圖入第

／Si

l

　　　　A’xlA

p　X，1．
　　　　　　／

N．　鞠噛哨幽亀冒止処”

B
　
、

地
方
で
は
、
事
無
上
、
引
力
の
み
を
威
す

る
し
、
遽
2
6
力
の
最
も
張
い
筆
遣
で
は
、

重
力
が
最
も
小
さ
い
。

　
加
速
度
の
有
無
（
或
は
働
い
て
み
る
カ

の
有
無
）
は
如
何
な
る
違
ひ
を
吾
人
の
世

界
に
城
下
へ
る
か
。
今
試
み
に
、
置
口
入
が
地

球
上
の
北
極
か
ら
僅
か
ば
か
り
離
れ
た
場

筋
に
立
っ
て
る
る
ε
す
る
。
第
八
圖
に
於

て
、
P
は
北
極
、
そ
し
て
其
の
両
側
に
二
人

A
B
が
直
立
し
て
み
る
。
但
し
吾
人
が
「
直
立
す
る
」
己
は
、

其
の
場
所
に
於
い
て
の
丞
三
重
に
直
角
に
立
つ
こ
ど
で
め

る
。
こ
の
水
筆
面
ε
は
、
其
の
黙
に
働
く
諸
種
の
力
の
綜
合
さ

れ
た
合
力
に
直
角
な
表
面
で
あ
る
か
ら
、
帥
ち
、
直
立
の
方

向
は
合
力
の
方
向
ε
一
致
す
る
こ
ご
に
な
る
。
若
し
此
の
地

球
が
自
轄
を
し
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
地
表
に
働
く
力

は
地
球
全
質
量
の
た
め
の
引
力
の
み
で
あ
る
か
ら
働
水
工
面

は
、
（
此
の
極
地
方
だ
け
を
考
へ
る
な
ら
ば
）
圖
の
雪
線
で
示

す
通
り
、
一
の
正
し
い
粗
面
で
あ
り
、
A
ご
B
ξ
は
此
の
同
一

通
塞
に
直
立
し
た
二
｝
牛
行
線
ご
し
て
立
つ
。
し
か
る
に
、
今

若
し
此
の
地
球
が
北
極
P
を
軸
ε
し
て
自
韓
す
る
場
合
を
考

へ
る
ε
、
A
や
B
に
甚
し
て
は
、
引
力
以
外
に
、
街
、
若
干

の
蓮
一
6
力
が
働
く
か
ら
、
此
の
場
合
、
諸
種
の
力
の
合
力
に

勤
し
て
直
立
す
る
π
め
に
は
、
戦
線
の
如
く
、
疋
及
び
R
の

や
う
に
傾
い
て
立
つ
必
要
が
あ
り
、
水
季
面
も
亦
、
一
の
季

面
で
は
な
く
て
、
球
面
に
似
た
一
種
の
曲
面
ξ
な
る
。
し
か

し
、
鶴
話
者
自
ら
は
、
自
身
の
立
っ
て
る
る
場
所
に
働
い
て

み
る
力
が
、
引
力
の
み
か
、
或
は
引
力
ε
遠
．
恥
力
ε
の
組
合

は
せ
か
、
藏
購
が
つ
く
も
の
で
な
い
か
ら
、
測
B
の
如
く
直

立
線
が
卒
行
し
て
み
な
い
場
合
に
も
、
そ
れ
蓬
氣
が
付
か
な
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い
で
、
却
っ
て
北
極
に
近
づ
く
に
從
ひ
、
霊
地
が
水
面
か
ら

高
く
あ
が
っ
て
み
る
i
邸
ち
、
北
極
地
方
は
山
の
や
う
に

凸
起
し
て
み
る
ε
見
る
で
る
ら
う
。

　
叉
、
北
極
を
中
心
ε
し
で
、
一
の
圓
形
を
地
面
に
書
く
ε

き
は
、
地
球
が
二
三
し
な
い
場
合
に
は
、
此
の
圓
周
ε
直
脛

ε
の
比
は
、
所
謂
圓
周
率
で
、
。
。
』
魔
語
：
…
・
ε
な
る
筈
で
あ

る
の
に
、
若
し
地
球
が
自
浄
し
て
み
る
ε
考
へ
れ
ば
、
圓
町

上
の
唐
櫃
は
、
観
覧
の
圓
周
に
沿
ふ
て
等
速
蓮
動
を
し
て
み

る
こ
ざ
N
な
る
。
そ
う
す
る
ε
、
前
述
の
特
別
相
糞
原
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

よ
り
、
圓
周
杢
讐
長
里
叉
τ
雪
　
の
割
合
に

短
縮
し
た
こ
ξ
＼
な
る
け
れ
ご
、
圓
の
直
々
は
少
し
も
愛
ら

な
い
か
ら
、
結
局
、
此
の
場
合
、
此
の
圓
の
圓
周
率
は
。
。
・
辰

観
⑩
…
：
よ
り
小
さ
い
も
の
に
な
り
、
最
早
や
、
こ
玉
に
は
ユ

ウ
ク
リ
ド
の
幾
何
學
は
行
は
れ
す
、
｝
牛
行
線
が
交
は
つ
た

り
、
三
角
形
の
内
角
の
翻
が
二
直
角
で
な
く
な
る
や
う
な
非

ユ
ウ
ク
リ
ド
幾
何
學
の
行
は
れ
る
世
界
ε
な
る
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
下
垂
し
て
み
る
か
或
は
一
様
漫
動
を
し
て
み
る

世
界
は
ユ
ウ
ク
リ
ド
幾
何
學
の
行
は
れ
る
世
界
で
あ
る
が
．

加
蓮
度
を
持
っ
て
る
る
世
墨
で
は
一
そ
れ
が
現
に
運
動
し

て
み
る
か
否
か
の
匠
別
な
く
1
非
三
ウ
ク
リ
ド
…
幾
何
學
の

行
は
れ
る
世
界
、
即
ち
諜
ユ
ウ
ク
リ
ド
室
間
ご
な
る
の
で
あ

る
。
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
は
、
か
や
う
に
根
本
的
に
託
つ
π
世

界
．
即
ち
ユ
ウ
ク
リ
ド
設
問
も
冷
非
ユ
ウ
ク
リ
ド
室
間
も
、

要
す
る
に
鞘
管
が
量
界
の
事
象
劫
見
る
見
方
一
つ
で
、
違
っ

て
濁
る
の
で
あ
る
1
何
ε
な
れ
ば
、
一
つ
の
世
界
を
加
子

度
の
あ
る
世
界
ε
見
る
か
見
な
い
か
は
、
吾
人
の
都
合
に
よ

る
こ
ε
で
、
世
界
其
の
も
の
に
は
何
の
か
は
り
も
な
い
の
だ

か
ら
一
1
ε
い
ぶ
考
へ
か
ら
、
前
の
特
劉
相
野
原
理
に
用
み

た
公
理
を
、
一
暦
、
擾
罪
し
、
一
般
化
し
て

　
公
理
。
物
理
學
の
譜
法
則
は
、
溢
孟
彙
如
何
な
ろ
座
標
軸
（
加
蓮
度
の
有
無

に
か
㌧
ば
ら
す
V
で
取
扱
っ
て
見
て
も
、
全
く
同
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
愚
論
す
る
に
至
つ
だ
。
疑
れ
を
一
般
相
樹
原
理
ε
い
ふ
。

　
一
般
相
勤
原
理
か
ら
導
き
出
　
さ
れ
る
新
し
い
前
記
係
を
、

實
験
的
に
知
る
こ
ε
の
出
認
る
三
つ
の
天
鼓
現
象
が
あ
る
筈

で
あ
る
ξ
、
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
が
獲
表
し
だ
の
は
一
九
一
五

年
、
欧
州
大
戦
争
の
員
最
中
の
頃
で
あ
る
。
三
つ
の
現
象
は

何
れ
も
太
陽
に
關
係
し
て
み
る
。
之
れ
蓋
し
、
太
陽
が
吾
人

の
附
逝
で
は
最
も
大
な
る
加
遽
度
を
諸
物
騰
に
與
へ
る
根
元

で
あ
る
か
ら
。

　
む
　
　
ゆ

　
第
一
は
水
星
歯
序
の
問
題
で
あ
る
．
水
量
は
大
遊
星
の
一
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つ
で
、
椿
圓
軌
遁
を
書
く
も
の
で
あ
る
が
、
太
陽
か
ら
の
李

均
距
離
は
○
、
三
八
七
天
友
軍
位
で
、
諸
遊
星
中
、
最
も
太

陽
に
近
い
。
軌
道
の
離
溢
恋
†
も
○
、
二
〇
六
で
、
こ
れ
も
他

の
大
遊
星
に
は
類
が
無
い
大
き
さ
で
あ
る
。
此
の
水
星
の
】
公

轄
運
動
は
、
大
部
分
、
ニ
ウ
ト
ソ
法
則
で
樋
管
す
る
こ
ε
が

出
來
る
。
只
一
っ
、
近
日
黙
の
受
け
る
癬
動
作
用
の
み
鳳
、

以
前
か
ら
、
天
意
力
量
上
の
難
物
で
あ
る
。
近
代
の
精
密
観

測
に
よ
れ
ば
、
水
星
の
楕
圓
軌
遣
の
近
H
黙
は
、
百
年
間
に

五
八
O
秒
（
角
度
）
だ
け
前
進
す
る
。
此
の
内
、
．
五
三
七
秒
は

金
星
や
地
球
や
、
其
の
他
諸
遊
星
の
引
力
作
用
で
誘
明
し
得

ら
れ
る
が
、
残
り
の
四
十
三
秒
は
其
の
由
っ
て
來
る
原
因
が

全
く
不
明
で
あ
る
。
一
八
四
五
年
、
佛
人
ル
ベ
リ
エ
ー
（
サ

¢
く
①
三
興
）
が
最
初
に
此
の
不
合
理
を
指
摘
し
、
次
で
、
自
ら

之
れ
を
解
脅
せ
ん
た
め
、
太
陽
の
近
く
、
水
星
軌
道
の
内
側

に
、
一
つ
の
慧
知
遊
星
ゾ
ル
カ
ン
が
在
る
ε
主
張
し
た
Q
し

か
し
今
日
に
至
る
も
此
か
る
天
女
は
獲
見
さ
れ
な
い
。
其
の

他
、
ホ
ー
ル
（
諺
・
寓
騨
ε
は
ニ
ウ
ト
ソ
の
逆
二
乗
法
則
に
修
正

を
加
へ
ん
ε
・
し
、
ニ
ー
ウ
カ
ム
身
。
甕
。
曇
σ
）
は
太
陽
が
楕
寸
言

だ
ど
し
て
之
れ
を
説
明
せ
ん
ε
試
み
た
。
一
八
九
六
年
に
至

り
、
濁
の
ゼ
ー
リ
ゲ
ル
（
鼻
○
。
o
ゆ
蔚
巽
）
は
黄
道
光
甘
薯
の
全

質
量
を
計
算
し
て
、
優
に
水
星
問
題
を
虚
讃
し
得
る
ε
謹
明

し
た
の
で
、
無
界
は
一
先
づ
、
安
定
し
た
か
の
や
う
に
見
え

だ
こ
ε
も
あ
っ
た
。
し
か
る
に
吾
が
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ソ
は
其

の
一
般
論
よ
り
推
理
し
て
、
水
星
近
日
懸
が
、
ニ
ウ
ト
ソ
法

則
の
許
す
以
外
に
、
街
、
百
年
に
付
き
四
二
、
九
秒
の
前
進

運
動
を
な
す
こ
ビ
を
謹
明
し
だ
。

　
む
　
む

　
第
二
は
皆
既
日
食
の
時
に
於
け
る
星
像
の
移
動
で
あ
る
。

大
な
る
加
減
度
の
室
間
に
於
い
て
は
光
が
直
進
し
な
い
で
、

慮
る
一
定
の
曲
線
を
凹
く
こ
い
ふ
こ
蓬
は
、
此
の
室
問
が
非

ユ
ウ
ク
リ
ド
的
で
あ
る
こ
こ
か
ら
明
か
で
あ
る
。
故
に
、
日

食
の
時
、
太
陽
の
近
傍
を
通
過
し
て
地
球
に
増
す
る
恒
星
の

光
は
、
最
大
櫨
ε
七
て
一
・
七
五
秒
の
屈
折
を
す
る
ε
ア
ィ
ン

シ
タ
イ
ン
は
推
理
し
た
の
で
あ
る
。
潤
れ
を
観
測
上
か
ら
確

か
め
る
た
め
、
猫
の
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ヒ
（
｝
U
陰
　
閏
「
①
窪
昌
儀
一
一
〇
ゲ
）

は
、
早
く
も
叫
九
一
四
年
八
月
二
十
一
日
の
隊
露
の
日
食
地

へ
遽
征
し
た
け
れ
ご
、
睡
れ
は
大
面
勃
獲
の
た
め
計
螢
は
平

行
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
英
國
で
は
ケ
ソ
ブ
リ
ヂ
大
壷
の
エ
デ

イ
ソ
ト
ソ
（
》
・
Q
Q
・
図
亀
凸
二
α
q
叶
。
昌
）
温
言
が
一
』
ル
一
・
七
此
＋
ア
イ
ン

シ
タ
イ
ソ
の
理
論
を
感
動
に
紹
介
し
、
一
九
一
九
年
五
月
二

十
九
日
、
南
太
西
洋
を
通
熱
し
た
皆
既
日
食
に
は
自
ら
ア
フ
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リ
カ
の
一
孤
島
プ
リ
ン
チ
ペ
に
遠
征
を
試
み
、
グ
リ
ソ
ニ
チ

天
音
盤
か
ら
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
海
岸
に
出
張
し
た
ク
ロ
ン
メ
リ

ン
（
》
嘔
O
・
∪
・
ρ
旨
日
窪
黒
氏
蓬
東
西
相
癒
じ
て
爲
眞
観
測
を
遂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
く
　
ル
　
ソ
サ
イ
ナ
イ

げ
た
。
其
の
結
果
、
同
年
十
】
月
六
日
、
英
國
の
王
立
學
會

　
ロ
　
ヤ
ル
ァ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
カ
ル
ヘ
ソ
サ
イ
ヲ
イ

ξ
王
立
天
交
配
倉
の
聯
合
會
の
席
上
で
エ
デ
イ
ソ
ト

ソ
は
異
言
法
上
に
於
け
る
星
像
の
移
動
は
ほ
ゴ
一
、
七
秒
で

あ
る
ε
獲
表
し
だ
の
で
、
席
上
の
ト
ム
ソ
ン
（
｝
こ
●
同
署
。
ヨ
叩

。
ε
漱
授
始
め
多
く
の
碩
學
等
、
「
之
れ
ニ
ク
ト
ン
以
來
の
大

指
見
で
あ
る
」
ε
喝
朱
し
だ
。
こ
れ
は
忽
ち
に
し
て
世
界
の

隅
々
に
ま
で
電
報
せ
ら
れ
、
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
の
名
は
俄
か

に
高
風
ε
な
へ
ら
れ
る
に
至
っ
だ
◎

　
　
　
　
り

　
第
三
は
太
陽
光
線
中
に
於
け
る
光
波
の
攣
動
で
あ
る
。
光

は
物
質
原
子
中
の
電
子
が
振
動
し
て
議
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
此
の
振
動
は
頗
る
精
…
密
な
週
期
を
以
っ
て
行
は
れ
、
殊

に
料
れ
が
太
陽
の
如
き
絶
大
な
る
重
力
の
働
く
所
で
行
は
れ

る
ビ
き
、
｝
夕
霧
謝
原
理
に
よ
れ
ば
、
振
動
週
期
の
攣
化
、
從

っ
て
光
波
の
波
長
の
攣
動
を
起
す
も
の
で
あ
る
。
其
の
攣
動

の
分
量
は
、
一
般
に
波
長
の
百
萬
分
の
二
で
あ
る
か
ら
、
今

日
、
恰
も
分
光
學
上
か
ら
鶴
測
し
得
ら
れ
る
限
界
に
、
危
い

所
で
、
蓮
し
て
み
る
。
此
の
観
測
は
、
今
日
ま
で
に
各
國
の

物
理
學
者
や
天
罰
尋
者
に
よ
っ
て
、
屡
々
試
み
ら
れ
π
が
、

近
頃
ま
で
は
、
實
験
の
結
果
か
ら
見
て
、
相
繋
論
に
野
す
る

替
ハ
否
羅
宇
ば
し
て
ゐ
π
。
昨
年
、
獲
の
グ
レ
ー
べ
（
9
6
げ
の
）

氏
や
佛
の
ペ
ロ
i
（
勺
翁
9
）
民
等
の
肯
定
的
結
果
が
獲
表
せ

ら
れ
、
學
界
は
ほ
ゴ
習
習
を
樂
観
し
た
か
の
観
が
あ
る
が
、

し
か
し
叉
、
米
の
セ
ン
ト
、
ジ
ヨ
ソ
（
○
閏
．
o
。
除
・
甘
o
p
）
氏
の
如

き
、
實
消
消
の
確
か
な
人
擦
か
ら
、
叢
れ
を
否
定
し
て
み
る

入
も
無
い
で
は
無
い
。

　
兎
に
角
、
右
の
如
く
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ン
が
自
ら
導
き
出
し

陀
三
つ
の
現
象
が
、
實
験
的
に
大
膿
確
か
め
ら
れ
だ
の
で
、

一
般
相
劉
原
理
の
信
用
は
釜
々
大
き
く
な
っ
て
來
π
。

　
ニ
ウ
ト
ソ
に
繋
れ
ば
、
　
「
物
質
の
在
る
蓬
こ
ろ
に
引
力
あ

り
」
ε
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
は
誉
れ
を
改

め
て
、
「
引
力
あ
る
ε
こ
ろ
に
加
糖
さ
れ
た
る
室
間
あ
り
、
加

鞠
淫
さ
れ
た
る
室
間
は
非
ユ
ウ
ク
リ
ド
論
難
な
り
、
故
に
物
唇
ハ

の
存
在
す
る
ε
こ
ろ
は
非
ユ
ウ
ク
ド
室
問
な
り
」
ざ
言
明
し

た
の
で
あ
る
。
二
千
年
の
昔
か
ら
今
日
ま
で
、
吾
人
の
直
接

脛
験
し
得
る
室
間
は
ユ
ウ
ク
リ
ド
幾
何
學
の
行
は
れ
る
室
間

で
あ
り
、
た
ε
ひ
ロ
バ
チ
エ
フ
ス
キ
や
り
ー
マ
ソ
等
の
開
い

だ
非
ユ
ウ
ク
リ
ド
幾
何
學
は
あ
っ
て
も
、
要
す
る
に
そ
れ
は
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純
糠
敷
卓
上
の
遊
戯
の
や
う
に
思
は
れ
、
其
の
現
愚
昧
は
、
一

般
に
大
に
輕
硯
せ
ら
れ
て
る
だ
。
し
か
る
に
ア
イ
ン
シ
タ
イ

ソ
の
一
般
的
理
論
出
つ
る
に
及
ん
で
、
総
て
の
物
質
世
界
は

非
三
ウ
ク
リ
ド
室
問
ε
結
び
付
け
ら
れ
た
も
の
ε
な
り
、
今

ま
で
の
ユ
ゥ
ク
ゾ
ド
幾
何
學
が
、
こ
こ
か
で
行
は
れ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
只
、
物
質
の
存
在
し
な
い
濫
ハ
の
室
虚
な
場
所
に

於
い
て
の
み
行
は
れ
る
べ
き
筈
で
あ
る
ε
謹
明
せ
ら
れ
π
の

で
あ
る
。
吾
人
は
百
年
冬
長
夢
よ
り
今
俄
か
に
箆
め
だ
る
心

地
し
て
、
誰
も
皆
若
干
の
驚
き
ε
狼
狽
ε
を
威
じ
な
い
者
は

あ
る
ま
い
。

　
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
の
宇
宙
論
は
興
味
多
い
。
彼
れ
に
從
へ

ば
、
蕾
に
地
球
や
太
陽
や
月
や
遊
星
や
、
こ
れ
画
一
っ
／
、

が
物
質
そ
の
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
．
全
宇
宙
に
擾
が

る
星
辰
界
は
實
に
繕
大
な
る
物
質
群
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、

こ
N
に
も
面
謝
論
の
結
論
ε
し
て
非
ユ
ウ
ク
リ
ド
室
間
が
あ

り
、
光
は
直
進
せ
す
、
卒
行
線
は
交
は
り
、
三
角
形
は
二
直

角
以
上
の
丙
角
を
持
つ
の
で
あ
る
。
吾
人
が
宇
宙
の
大
き
さ

や
廣
さ
を
知
ら
ん
が
だ
め
に
設
け
る
尺
度
は
、
長
さ
の
尺
度

も
、
時
岡
の
尺
度
も
、
皆
宇
宙
全
禮
に
含
ま
れ
る
物
質
の
総

量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
認
る
曲
牽
を
持
だ
ざ
る
を
得
な

い
。
物
質
が
無
限
で
な
い
限
り
、
吾
入
の
認
め
る
宇
宙
の
室

間
ご
聴
闘
ξ
は
有
限
ξ
な
る
べ
く
飴
儀
な
く
さ
れ
る
。
ア
イ

ソ
シ
タ
イ
ソ
は
、
か
く
し
て
吾
入
の
宇
宙
の
振
が
り
は
、
直

裡
三
億
光
年
の
範
幽
を
出
で
な
い
ε
結
論
し
だ
．
但
し
此
の

距
離
は
、
今
日
の
天
交
學
に
於
い
て
は
、
樹
、
器
械
力
の
及

ば
な
い
注
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
直
接
に
親
測
か
ら
確
め
る
こ

ε
は
出
帰
な
い
が
、
實
験
に
先
っ
て
、
純
理
論
者
の
到
着
し

た
此
の
結
論
は
、
大
な
る
驚
き
蓬
望
み
ど
を
以
っ
て
迎
え
ら

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
圏
、
鯨
　
　
　
論

　
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
相
勤
論
の
影
響
す
る
こ
こ
ろ
は
實
に

大
き
い
。
世
に
は
此
の
論
を
強
い
て
物
贋
世
界
に
の
み
限
る

べ
き
も
の
だ
ε
、
濁
り
ぎ
め
に
決
め
て
み
る
學
者
も
あ
る
や

う
で
あ
る
が
、
聖
岳
が
思
ふ
に
、
之
れ
は
大
な
る
誤
り
で
あ

る
。
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
の
論
は
、
い
か
に
も
其
の
出
獲
に
於

い
て
、
物
質
界
の
諸
問
題
を
解
か
ん
ε
す
る
に
あ
っ
π
。
　
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

彼
れ
の
推
論
は
、
其
の
後
も
常
に
励
質
界
に
形
の
上
の
論
擦

を
遣
い
で
み
る
α
し
か
し
彼
れ
が
物
質
を
論
ず
る
の
は
、
或

る
程
度
以
上
、
眼
に
見
ゆ
る
其
の
形
を
便
利
ε
し
て
借
り
π

ま
で
～
あ
る
。
む
し
ろ
彼
れ
の
論
は
、
其
の
根
底
に
於
い
て
、
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吾
人
の
認
識
問
題
に
鯛
れ
て
る
る
。
近
世
哲
學
の
阻
カ
ン
ト

は
認
識
論
の
根
本
ε
し
て
、
吾
入
に
時
間
軸
室
問
の
先
天
的

範
躊
の
あ
る
こ
ε
を
指
摘
し
だ
。
し
か
し
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ

に
よ
れ
ば
此
の
塒
室
の
範
躊
は
、
そ
れ
自
身
、
先
天
的
に
備

は
る
も
の
で
は
な
く
て
、
全
く
後
天
的
の
輕
験
ざ
約
束
か
ら

出
て
來
π
も
の
で
あ
る
。
聴
問
郭
話
の
規
範
が
、
吾
人
の
運

動
認
識
に
よ
っ
て
攣
動
ず
る
ば
か
り
で
な
く
、
聴
室
は
相
互

に
交
換
さ
れ
る
べ
き
、
約
束
土
の
歴
別
…
に
過
ぎ
な
い
。

　
デ
ヵ
〃
ト
以
來
、
世
の
群
言
者
乃
至
物
理
學
者
は
、
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

可
硯
世
界
を
説
明
す
る
の
に
物
質
ε
運
動
の
み
を
必
要
ε
し

だ
。
「
撮
れ
に
一
物
啓
ハ
ε
蓮
動
　
ε
を
胞
ハ
へ
よ
。
我
は
堂
・
宙
円
を
創
吐
旭

せ
ん
。
」
こ
れ
は
實
に
デ
カ
ル
ト
の
宣
言
で
あ
っ
だ
⑪
其
の
後

三
百
年
置
世
の
學
者
は
皆
此
の
流
れ
を
汲
み
、
物
質
の
存
在

ε
其
の
蓮
動
ε
を
、
聴
聞
室
問
の
範
躊
内
に
於
い
て
野
分
し

終
は
る
こ
ε
に
着
々
成
功
し
つ
玉
あ
っ
た
。
π
片
思
ひ
が
け

な
く
も
、
前
世
紀
以
來
、
室
問
工
L
7
ル
の
問
題
が
、
先
づ

學
界
の
些
細
な
る
低
流
か
ら
頭
を
上
げ
て
來
て
、
遂
に
物
理

學
の
本
嫉
を
つ
き
、
世
紀
末
の
學
者
達
は
盗
れ
が
た
め
に
七

韓
八
倒
の
醜
態
を
演
じ
た
。
問
題
は
総
て
相
器
論
に
よ
っ
て

の
み
解
か
る
べ
き
筈
で
あ
っ
だ
の
で
あ
る
。

　
密
封
原
理
は
世
界
の
羅
野
認
識
を
こ
ば
む
。
時
間
ε
室
間

ε
は
共
に
相
謝
的
の
も
の
で
あ
る
。
否
、
そ
れ
の
み
で
な

い
。
質
量
さ
へ
も
相
封
的
で
あ
る
こ
ε
を
謹
明
し
、
こ
㌧
に

全
く
物
質
そ
の
も
の
、
維
欝
存
在
は
無
意
昧
の
言
葉
ε
な
つ

π
か
の
如
く
で
あ
る
。
ロ
ハ
、
こ
ン
に
一
つ
不
思
議
の
絶
甥
性

を
維
持
し
て
み
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ

の
所
謂
「
物
理
學
の
諸
法
則
」
で
あ
る
。
此
の
法
則
そ
の
も
の

は
、
吾
人
の
認
識
形
式
の
如
何
に
か
」
は
ら
す
、
常
に
同
償

に
存
在
す
る
、
一
し
か
ら
ば
此
の
法
則
ご
は
抽
も
何
で
あ

る
か
。

　
今
こ
Σ
に
、
ミ
ソ
コ
フ
ス
キ
の
四
次
元
の
世
界
を
想
像
す

る
。
此
の
世
界
に
存
在
す
る
一
物
盤
の
款
呪
は
完
全
に
、
此

の
世
界
に
於
け
る
一
の
曲
線
を
以
っ
て
表
は
す
こ
蓬
が
幽
來

る
。
第
二
の
物
膣
も
亦
同
様
に
第
二
の
曲
線
で
表
は
さ
れ

る
。
若
し
此
二
つ
の
曲
線
が
何
れ
か
の
黙
で
相
交
は
る
ε
す

る
ε
、
そ
れ
は
郎
ち
二
物
磯
が
其
の
瞬
間
に
同
一
の
四
次
座

標
を
持
つ
時
で
あ
り
、
換
育
す
れ
ば
、
こ
』
に
物
理
學
的
法

則
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
、
一
般
に
物
理
法
則
ε
は

四
次
室
間
の
曲
線
の
交
は
り
ε
し
て
表
は
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
之
れ
は
郎
ち
物
ご
物
蓬
の
直
接
交
渉
で
あ
る
。
此
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の
直
接
交
渉
が
存
在
す
る
こ
ε
は
其
れ
自
身
絶
封
で
あ
っ

て
．
、
何
等
、
時
室
の
座
標
軸
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
な
い
。

こ
れ
は
實
に
吾
人
の
艦
験
で
あ
る
。
卸
ち
換
言
す
れ
ば
、
吾

人
の
直
接
輕
験
は
郎
ち
「
物
理
的
法
則
」
そ
の
も
の
で
あ
っ

て
、
絶
封
の
存
在
で
あ
り
、
‘
決
し
て
座
標
の
相
封
關
係
に
よ

つ
■
て
潰
失
す
る
も
の
で
な
い
。
デ
カ
ル
ト
の
「
物
質
ε
運
動
」

は
大
迷
誤
に
違
ひ
な
い
が
、
彼
れ
が
最
初
に
立
ち
蹄
つ
π
「
吾

れ
思
ふ
、
湿
れ
在
・
り
（
∩
o
ぴ
。
一
ε
霞
α
q
o
2
B
）
」
は
即
ち
絶
樹

の
存
在
ε
し
て
、
誰
も
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
ご
は
出
來
な

い
。　

縄
野
關
係
の
否
定
ε
は
決
し
て
認
識
の
無
償
薩
を
意
味
し

な
い
。
吾
入
が
何
等
か
の
座
標
を
持
っ
て
る
る
限
り
此
の
座

標
軸
に
よ
る
認
識
は
、
そ
れ
自
身
の
儂
櫨
を
．
持
っ
て
る
る
。

総
て
の
・
国
手
は
黒
蓋
よ
り
出
獲
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
等
相
互

の
關
係
を
見
出
す
の
に
大
な
る
使
命
が
あ
る
。
吾
人
が
時
室

の
座
標
を
持
つ
間
は
、
や
は
り
科
學
は
必
要
で
あ
る
。
回
れ

に
よ
っ
て
毎
日
其
の
脛
験
を
野
分
し
、
關
係
を
つ
け
て
行

く
。
只
此
の
虚
分
や
關
…
係
が
、
自
己
の
座
標
に
の
み
有
意
義

で
あ
っ
て
、
他
の
座
標
富
有
者
に
は
、
叉
他
の
庭
分
や
關
係
が

意
義
を
持
つ
こ
ε
セ
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
則
そ
の

も
の
、
即
ち
鋤
鍬
そ
の
も
の
は
濁
り
宗
激
ε
藝
術
に
於
い
て

凋
自
の
存
在
を
許
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
（
一
九
二
一
、
一
二
、
三
こ

返
事
を
か
ぬ
て

御
手
紙
う
れ
し
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

新
年
の
よ
ろ
こ
び
な
申
上
げ
ま
す
。

・
今
の
盗
の
申
は
御
互
ひ
に
面
會
の
機
會
が
興
へ
ら
れ
な
い
で
も
・
濫
信
に
よ
っ

て
充
分
に
其
の
丁
々
達
し
ま
す
。
御
手
紙
ん
頂
け
ば
、
も
ば
や
御
目
に
か
㌧
つ

た
も
同
襟
仁
喜
ば
し
う
存
じ
ま
す
。

　
私
の
病
氣
に
全
く
な
ほ
り
ま
し
た
か
ら
御
安
心
下
さ
い
・
同
好
會
の
用
事
も

あ
り
ま
す
が
、
此
頃
に
天
運
が
好
い
も
の
で
す
か
ら
、
去
月
二
十
九
日
置
岡
山

か
ら
守
り
ま
し
た
其
の
眈
か
ら
毎
夜
一
回
も
観
測
満
し
な
い
夜
に
あ
り
ま
ぜ

ん
、
夜
書
の
匿
別
な
く
働
い
て
居
り
ま
す
、
達
者
で
仕
事
々
す
る
こ
ざ
が
出
來

る
の
は
有
難
い
こ
ミ
で
す
、
術
圃
つ
其
の
上
に
私
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
星
の
結

ん
で
く
れ
ろ
友
人
が
多
い
こ
ε
為
無
上
に
う
れ
し
く
思
ひ
ま
す
、
京
都
拭
寒
い

ε
こ
ろ
で
す
、
夜
中
に
に
赤
イ
ン
キ
が
凍
っ
て
ザ
〃
く
言
ふ
の
で
す
、
し
か

し
こ
ん
な
こ
ご
に
星
た
見
る
樂
し
み
に
比
ぶ
れ
ば
何
で
も
あ
り
ま
ぜ
ん
、
三
日

も
曇
り
が
つ
父
け
ば
、
も
ば
や
言
ふ
に
言
ば
れ
ぬ
淋
し
さ
で
す
、
「
天
界
」
な
愛

し
て
下
さ
ろ
こ
ご
た
御
包
申
ま
す
、
そ
れ
だ
の
に
毎
號
の
蛮
行
が
着
れ
勝
ち
で

す
み
ま
ぜ
ん
、
別
に
大
し
た
事
情
も
な
い
の
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
手
蓮
ひ
か
ら

今
迄
は
い
つ
も
逞
れ
ま
し
た
、
今
後
に
印
刷
場
の
方
に
も
特
に
御
願
ひ
し
て
、
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溢
く
れ
な
い
や
う
に
致
し
ま
す
。

　
「
星
座
の
親
し
み
」
に
ま
こ
こ
に
御
恥
か
し
い
や
う
な
も
の
で
す
が
、
第
一
版

の
五
百
部
に
飛
ぶ
や
う
に
回
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
、
私
自
ら
も
之
れ
な
不
思
議

に
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
今
度
改
版
の
序
で
海
上
っ
て
殆
ん
ご
全
部
為
書
き
改
め
ま

し
た
、
近
い
丙
に
第
二
版
こ
し
て
出
版
し
ま
す
こ
の
本
ば
、
言
に
父
私
の
「
天

丈
詩
集
」
ざ
で
も
言
ふ
べ
き
も
の
㌧
第
一
巻
な
の
で
す
、
第
二
巻
ε
し
て
に
「
遊

星
の
輝
、
や
き
」
ミ
曽
阿
っ
た
や
う
な
も
の
な
近
い
丙
に
か
き
六
い
ε
思
っ
て
ゐ
ま

す
。　

あ
な
た
が
女
學
校
に
勤
め
て
ゐ
ら
っ
し
や
る
ざ
伺
ひ
ま
し
た
が
・
私
の
縷
験

か
ら
見
れ
ば
、
若
い
女
前
生
た
ち
は
ま
こ
ミ
に
純
な
心
為
も
つ
て
星
野
愛
す
ろ

も
の
で
す
・
何
卒
あ
な
た
の
御
力
で
O
O
の
町
に
星
為
識
り
宇
宙
な
友
こ
す
る

娘
達
が
一
人
で
も
多
く
出
回
る
こ
ε
な
い
の
り
ま
す
。

　
實
地
観
測
た
や
っ
て
頂
き
ま
丁
に
つ
い
て
、
少
し
細
か
い
こ
ε
ば
四
五
口
後

に
申
上
げ
ま
す
。

　
天
丈
學
の
万
考
書
ピ
し
て
邦
文
の
も
の
拭
何
か
今
ま
で
に
御
護
み
に
な
っ
た

本
が
御
座
い
ま
す
か
、
誠
に
少
な
い
の
で
御
氣
の
毒
で
ず
、
し
か
し
幸
ひ
に
あ

な
た
に
英
曳
な
御
温
み
下
さ
る
の
で
結
構
で
ず
、
そ
の
内
に
滴
當
な
も
の
為
御

紹
介
申
し
ま
ぜ
う
。

　
先
P
μ
酒
石
、
ピ
リ
あ
へ
議
ザ
御
阿
返
事
な
か
ね
て
、

　
　
大
正
十
一
年
一
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
一
　
清

　
　
　
　
0
0
0
0
様

　
　
御
手
紙
に
左
記
へ
頂
き
ま
ず
方
が
早
く
拝
見
が
出
際
ま
す
、
　
一
寸
御
注
意

　
　
ま
で
に
、

　
　
　
　
「
京
都
市
西
三
本
木
　
　
山
　
本
し

　　

@
　
　
星
か
ら
星
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
維
納
天
交
尾
エ
バ
リ
ザ

　
パ
リ
ザ
櫨
脚
士
に
一
入
七
四
年
以
來
、
婆
國
ウ
イ
ン
ナ
天
交
忠
臣
に
在
っ
て
、
二

　
七
吋
の
大
毛
遠
鏡
に
よ
り
、
天
賦
爲
眞
出
山
の
方
面
に
活
動
し
、
百
＋
二
個

　
の
小
遊
星
為
蛮
見
し
ま
し
れ
。
（
天
界
第
一
巻
第
ニ
コ
艮
参
照
）
昨
年
引
退

　
し
ま
し
た
。
（
山
本
）

　
ギ
リ
シ
ャ
の
紳
話
に
よ
り
ま
す
ご
、
昔
、
デ
ダ
ル
ス
は
其

子
イ
カ
ル
ス
を
連
れ
て
、
ク
レ
タ
島
の
ミ
ノ
ス
王
の
國
か
ら

逃
れ
出
や
う
ε
し
た
ご
き
．
室
中
を
通
る
よ
り
外
に
は
一
つ

も
道
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
π
Q
デ
ダ
ル
ス
は
、
自
分
ε
息
子

ε
の
た
め
に
、
翼
を
作
っ
て
逃
れ
ま
し
た
が
、
イ
カ
ル
ス
は

海
の
上
を
飛
ん
で
み
る
ε
き
誤
っ
て
墜
落
し
、
デ
イ
ダ
ル
ス

の
み
陸
地
に
愉
し
だ
ε
い
ふ
こ
ξ
で
あ
り
ま
す
。

　
此
の
話
ば
、
多
分
、
何
等
か
の
事
實
な
背
景
こ
し
て
居
り
ま
ぜ
う
ご
思
ひ
ま

す
が
、
し
か
し
決
し
て
、
其
の
時
代
の
人
が
、
既
に
鳥
の
や
う
に
空
申
に
昇
っ

て
、
飛
ぶ
こ
ε
が
出
來
る
ざ
思
っ
て
み
た
ご
い
ふ
の
で
ば
め
り
ま
ぜ
ん
。
四
千

年
後
の
今
日
、
人
点
の
此
の
夢
ば
成
就
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
不
可
能
こ

思
ば
れ
た
事
が
、
突
然
に
、
叉
何
の
準
備
も
な
し
に
出
來
た
の
で
ば
あ
り
ま
ぜ

ん
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
他
の
い
ろ
く
な
登
明
が
行
は
れ
た
の
で
す
。
最
初
、

十
八
世
紀
の
末
に
風
船
玉
が
出
土
・
そ
れ
で
空
晶
に
昇
る
こ
こ
が
出
來
ろ
や
う

に
な
り
ま
し
た
。
次
ぎ
に
蒸
氣
機
關
が
機
明
さ
れ
、
叉
、
船
の
推
進
螺
旋
が
出

來
・
最
後
に
爆
畿
議
動
機
が
作
ら
れ
て
、
重
さ
ば
非
常
に
小
さ
く
て
、
し
か
も


